
   

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月号 Ｎｏ．１０ 

令和６年１月３１日 

さいたま市立馬宮東小学校  

２月の生活目標 
そうじをしっかりしよう 

２月の保健目標 
か ぜ を ひ か な い よ う に 気 を つ け よ う 

①学校公開日について 
○実施日 ： ２月１０日（土） 

〇公開時間： ９：３５～１０：１５ 第２校時 

      １０：１５～１０：４０ 業間休み 

      １０：４０～１１：２５ 第３校時 

○下校時刻：１１：４５頃 

〇その他： 授業予定については、後日配付いたします。 

②授業参観・懇談会について 
学年末を迎え、お子様の学習の成果をお伝えするため、今

年度最後の授業参観・懇談会を実施いたします。 

〇実施日：２月２２日（木）第３・４学年 

     ２月２７日（火）第５学年・たんぽぽ学級 

     ２月２９日（木）第６学年 

     ３月 １日（金）第１・２学年 

〇その他：詳細は、１月２４日配付文書、【授業参観・懇談会

について】を御確認ください。 

③ハロールームの改修工事について 
 来年度より、4階ハロールームは、普通教室として活用され

ます。そのため、3月より改修工事が始まります。御理解と御

協力をお願いいたします。 

④創立 150周年記念祝う会・記念式典について 
祝う会では、ブロック学年ごとに内容を工夫し、歴史を感

じたり地域のよさを実感したりする発表、吹奏楽部による記

念演奏、最後に全校児童で「ふるさと」を合唱しました。 

記念式典では、来賓の祝辞、１５０周年委員会児童による

スライドショー、本校に在籍していた向井亜紀さんの講演が

行われ、最後に参加者全員で校歌を歌いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪1・2年生による発表≫  ≪１５０周年委員による馬宮東紹介≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪吹奏楽部の発表≫      ≪向井亜紀さんの講演≫ 

なお、祝う会、記念式典の様子は、２月中に、YouTube配信予

定です。詳細が決まりましたら、お知らせいたします。 

⑤あいさつ運動について 
 １月３１日（水）、２月 1日 

（木）、土屋中、馬宮中の生徒 

会が来校し、小・中合同であい 

さつ運動を実施いたしました。 

 小学生も中学生も互いにあ 

いさつを交わしながら笑顔い 

っぱいで、気持ちのよい 1日 

の始まりとなりました。 

〈１月の安全点検の結果、異状はありませんでした。〉 

馬宮東小学校１５０歳のお祝い 
～子どもたちの優しい思い～ 

校 長  伊藤 さおり 

 明日からは２月です。４日に「立春」を迎え、暦の上では春で

すが、実際には雪が降ったり、また冷たい風が日中も吹いたりす

ることもあり、春はまだ先のように感じます。 

授業日数が１番短い３学期は「１月は行く、２月は逃げる、３

月は去る」とよく言います。これは３月まであっという間に過ぎ

てしまうことを表していますが、２月は新１年生を迎える準備、

そして、今年度の最後の授業参観・懇談会が予定されています。

子どもたち一人ひとりが経験し、学んだことをもとに、進級・卒

業に向け、１日１日を大切に過ごしていく２月にしたいと考えて

います。 

さて、１月２６日の馬宮東小学校創立１５０周年祝う会・記念

式典を１５０周年記念事業実行委員会、保護者、地域の皆様のお

力を借りまして無事に終えることができましたことを心より感謝

申し上げます。本校は、保護者、地域の皆様に長年にわたって御

支援・御協力をいただいたからこそ１５０周年を迎えられたこと

を改めて実感しました。また、子どもたちの馬宮東小学校への思

いをより一層深めることができました。馬宮っ子であることの誇

り、歴史と伝統を受け継いでいくことの自覚など、新たな気持ち

をもち、次の歴史の１ページに繋げていきます。 

祝う会は、１５０周年委員会の児童が中心となり会を進行しま

した。「１５０歳をお祝いする気持ち」や「馬宮東小学校の素敵な

ところ」、「受け継いできたバトンを馬宮東小の未来へ繋いで」を

テーマにそれぞれ表現してくれました。祝う会後の振り返りに

は、「がんばったことは、ダンスのドレミファソラシドのところで

す。５・６年生の音がくがすごかったです。」（１年）、「がんばっ

たことは、発表の時、気持ちをこめながら歌ったり、馬宮のすて

きをしょうかいしたりしました。（途中略）これからも馬宮東小学

校のバトンとれきしをつないでいきたいです。」（４年）、「この会

を通して、馬宮の知らなかったことが分かりました。またみんな

の心が一つになってお祝いできたと思います。６年生として下級

生のお手本となって発表できたと思います。」（６年）など、それ

ぞれに自分の思いを綴っていました。 

記念式典後半は、本校に在籍していた向井亜紀さんの講演を行

いました。お話の中で特に印象に残ったことは、子どもたちに向

けて「今を大事にしてほしい、夢に向かって今できることを大切

にしてほしい」とおっしゃっていたことです。具体的には、テス

トの点数にはつかない「困難なことにも負けない心」「粘り強くや

る心」「解決する力」などを育てて欲しいと。予測困難な時代だか

らこそ、その困難を乗り越えられる心や力をつけて欲しいと伝え

たかったのではないかと思います。馬宮東小での思い出は、担任

の先生との出会い、荒川の土手に上がると見える四季折々の景色

などと話してくださいました。質問タイムは多くの子の手が挙が

り、全ての子の質問には答えていただく時間は取れませんでした

が、子どもたちにとって大先輩からの温かいメッセージに元気を

もらい、また向井亜紀さんの人柄に触れる和やかな時間になりま

した。 

先日、「大谷グローブ」が馬宮東小学校にも届きました。昨日の

お話朝会で子どもたちに紹介しました。大谷翔平選手からのメッ

セージには、「このグローブが、私たちの次の世代に夢を与え、勇

気づけるためのシンボルになることを望んでいます。」とありまし

た。子どもたちに見て、触って、実際に使ってもらえるように使

い方などを検討していきます。 

向井亜紀さん、大谷翔平選手、子どもたちにとって人生の先輩

からの励ましのメッセージを心に留め、夢をもち、困難なことに

も挑戦する前向きな気持ちになるきっかけになってくれたらと 

感じました。 


